
第２学年 算数科学習指導案 

                               授業者   横山 茜 

 

１ 単元名 「長さのたんい」   東京書籍（上）ｐ.３４～４６ 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

 本単元で扱う【長さ】は，学習指導要領に以下のように位置づけられている。 

第２学年  [Ｂ量と測定] 

（１）長さについて単位と測定の意味を理解し，長さが測定できるようにする。 

ア 長さの単位（ミリメートル（ｍｍ），センチメートル（ｃｍ），メートル（ｍ））について知

ること。 

 第 1 学年では，長さの直接比較，間接比較，さらに任意単位による測定について理解を深めている。任

意単位による測定では，指を開いた長さや赤鉛筆の長さなどを単位としてそのいくつ分かで長さを表す活

動に取り組んでいる。また，方眼の上に置いたものの長さをマス目の数で比べる活動にも取り組んでおり，

第 2学年での普遍単位の導入に対する素地的な体験もしている。このような学習経験を基に，本単元では，

長さの普遍単位（ｃｍ，ｍｍ）を導入し，その意味理解を図るとともに確かな測定技術を身につけさせる

ことがねらいとなる。 

（２）児童観 

 本学級の児童は，学習に対して真面目に取り組むことができる。算数科においては，答えが明確な場合

は積極的に発言できるが，既習事項との違いなどに気付き，理由を考えて発表することができる児童は少

ない。筆算等の計算問題においては，ものさしを使い，丁寧に直線を引くことができる児童も増えてきて

いる。レディネステストでは，直接比較で考える問題や任意単位であるマス目を使った長さの問題の正答

率が高い。1年での既習事項やこれまでの生活経験を想起させながら授業を展開していきたい。 

（３）指導観 

本単元の指導では，測定に関する操作活動の時間を十分に確保していく。そこでは，ただ，ものさしを

用いて測定するのではなく，指や手でおよその長さを測ってみたり，見当をつけて長さを予想してから実

測したりするなど，量感を養う活動にも取り組み，適切な単位の選択もできるようにしていきたい。 

 本時の普遍単位の導入にあたっては，「校長先生の釣った魚の長さの表し方をみんなで考える」という

児童の関心が高まる課題を設定し，任意単位の測定で生じる問題点や限界に焦点をあてる。児童の身の回

りのものの中から任意単位を選択させ，同じ長さなのに数値が異なるという問題が生じたとき，話し合い

を通してどのように解決していくのかという過程を大切に扱いたい。そして，根拠を問う教師の発問から，

普遍単位の必要性について迫り，子どもの発言やつぶやきから，まとめにつなげていきたい。 

 

 



（４）研究主題との関連 

 本校の研究主題である「筋道を立てて考え，表現できる児童の育成～言語活動を重視した算数科の授業

づくりを通して～」に関わっては，国語科とも関連して，「話す・聞く」という言語活動を重視して指導

を行っている。また，「学び合いカード」を基に，相手を意識した話し方・聞き方を指導している。しか

し，相手の考えを聞き取れる児童は多くない。そのため，答えが同じでも自分なりの言葉で表現するよう

指導している。考えを何度も聞くことで，少しずつだが内容を理解できる児童も増えてきている。本単元

では，児童が判断する場面をできるだけ設定し，理由やわけの説明をする機会を多く設定する。相手に分

かりやすく伝えるために，算数用語を用いること，式や言葉とともに，図などを用いて関連させながら説

明することを大切にして指導していく。また，ノート指導を丁寧に行い，理由や考え方を自分の言葉で書

くことができるよう授業展開の中で位置づけ，表現する力を伸ばしていきたい。 

 

３ 単元の目標 

◎長さの測定などの活動を通して，単位の意味と測定の原理を理解し，長さが測定できるようにすると

ともに，長さについての量の感覚を身につけられるようにする。 

 

【観点別目標】 

＜算数への関心・意欲・態度＞ 

  ○身の回りにあるものに関心をもち，量感をもとに見当をつけて測定しようとする。 

＜数学的な考え方＞ 

   ○普遍単位の必要性に気づき，長さの表し方を考え表現することができる。 

＜数量や図形についての技能＞ 

  ○長さの単位を用いて，身の回りの具体物の長さを測定したり，指定された長さの直線をひいたりす

ることができる。 

＜数量や図形についての知識・理解＞ 

  ○長さについて単位と測定の意味や，単位の関係，ものさしの目盛の仕組みを理解する。 

 

４．単元の評価規準 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

身の回りにあるもの

の長さに関心をもち，量

感をもとに見当をつけ

て測定しようとしてい

る。 

普遍単位の必要性に

気づき，長さの表し方を

考え表現している。 

 

長さの単位を用いて，

身の回りの具体物の長

さを測定したり，指定さ

れた長さの直線をひい

たりすることができる。 

 

長さについて単位と測

定の意味や，単位の関係，

ものさしの目盛の仕組み

を理解している。 

 

 

 



５ 本単元学習の関連と発展   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 指導と評価の計画（全１０時間） 

次 時 主な学習活動 主な言語活動 
評 価 

関 考 技 知 評価規準 

第

一
次 

長
さ
の
あ
ら
わ
し
方
と 

は
か
り
方 

１

（本
時
） 

・絵を見て，３本の直線の長短

を予想する。 

・３本の直線の長さを比較する

方法を考える。 

・○ウの線の長さの表し方を考え

る。 

・任意単位での比較では限界が

あることについて話し合う。 

任意単位での比較

の限界について考

え，話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 ◎   

  

 

 

 

 

【考】任意単位の問題点

に気づき，長さの表し方

を考えている。 

   （発言・ノート） 

４ 長さのたんい 

・任意単位による長さの比較 

・普遍単位の必要性 

・長さの測定（30ｃｍものさ

し） 

・長さの単位「センチメート

ル」「ミリメートル」と単

位関係 

６ 水のかさのたんい 

・任意単位による体積の比較 

・体積の概念と測定（ます） 

・体積の単位「リットル」「デ

シリットル」「ミリリット

ル」と単位関係 

・体積の量感 

14 長いものの長さのたんい 

・長さの測定（１ｍものさし） 

・長さの単位「メートル」と

単位関係 

・長さの量感 

 

８ どちらが長い 

・長さの概念 

・長さの測定の基礎 

 （直接比較，間接比較，

初歩的な任意単位によ

る比較） 

10 どちらがおおい 

・液量の測定の基礎 

・（直接比較，間接比較，

初歩的な任意単位によ

る比較） 

14 どちらがひろい 

・面積の概念の素地 

  

３ 長いものの長さのはかり

・長さの測定（巻尺） 

・長さの単位「キロメートル」 

と単位関係 

・長さの量感 

11 小数 

・長さの小数表示 

・体積の小数表示 

12 重さのたんいとはかり方 

・重さの概念 

・重さの測定 

・重さの単位「グラム」「キロ

グラム」と単位関係 

・重さの量感 

１年 ２年 ３年 



２ 

・長さの単位「センチメートル

（ｃｍ）」を知る。 

・２㎝は１㎝の２つ分，３㎝は

３つ分，…であることをおさ

えながら，１㎝目盛の簡易も

のさしの目盛の数を書き込

む。 

２㎝は１㎝の２つ

分，３㎝は３つ分，

…であることを考

え，説明する。 

   ◎ 【知】長さを表す単位

「センチメートル」を知

り，その読み方や書き

方を理解している。 

（発言・ノート） 

３ 

・１㎝目盛の簡易ものさしで，

いろいろなものをはかる。 

・手や指で 10 ㎝のものさしを

つくり，身の回りから 10 ㎝

の長さのものを見つける。 

身の回りの１０㎝

の長さのものを考

え，発表し合う。 

  ◎  

 

 

 

 

【技】簡易ものさしを使

って，長さの単位を用

いて測定することがで

きる。 

  （ノート，発言） 

第
二
次 

長
さ
の
た
ん
い 

４ 

・葉書の縦の長さをはかり，１

㎝未満の長さの表し方を考

える。 

・１㎝を 10 等分した 1つ分の

長さを「１ミリメートル」と

いい，「１ｍｍ」と書くこと

を知る。 

・１㎝=10ｍｍの関係を確認す

る。 

１㎝未満の長さ

の表し方を考え，

説明する。 

 

 ◎   

 

 

 

 

○ 

【考】１㎝に満たない長

さを表すのに，新たな

下位単位の必要性に気

づいている。 

（発言，ノート） 

【知】長さを表す単位

「ミリメートル（ｍｍ）」

とその読み方や書き

方，１㎝=10ｍｍの関係

を理解している。 

（発言・ノート） 

５ 

・ものさしの目盛を読む練習を

する。 

・ものさしを使って，いろいろ

なものの長さをはかる。 

いろいろなもの

の長さを発表し

合う。 

◎    【関】身の回りにあるも

のの長さに関心をも

ち，量感を基に見当を

つけて測定しようとし

ている。 

（観察・ノート） 

６ 

・「直線」の意味を知る。 

・「センチメートル（㎝）」，「ミ

リメートル（ｍｍ）」を用い

て，直線の長さを表す。 

「センチメート

ル（㎝）」，「ミリ

メートル（ｍｍ）」

を使って長さを

説明する。 

   ◎ 

 

 

 

【知】直線の意味を理解

している。 

（観察・ノート） 

 

７ 

・ものさしを用いた直線のひき

方を練習する。 

直線のひきかた

を考え，説明す

る。 

  ◎  【技】指定された長さの

直線を，ものさしを使

ってひくことができ

る。 （観察・ノート） 



第
三
次 

長
さ
の
計
算 

８ 

・折れ線全体の長さや２本の折

れ線の長さの差を，加減計算

を適用して求める。 

折れ線全体の長

さについて考え，

話し合う。 

   ◎ 【知】長さの加法性や，

同じ単位の数どうしを

計算すればよいことを

理解している。 

   （発表・ノート） 

 

 

第
四
次 

ま
と
め 

９ 

・ものさしを使って，いろいろ

なものの長さをはかり，測定

結果を記録してまとめ，発表

し合う。 

・「算数のおはなし」を読み，

長い直線のひきかたについ

て知り，算数への興味関心を

高める。 

ものさしを使っ

て，いろいろなも

のの長さをはか

り，測定結果を記

録してまとめ，発

表し合う 

◎    

 

 

 

 

 

【関】学習内容を適切

に活用して，活動に取

り組もうとしている。 

   （発言・ノート） 

 

１０ 

・「しあげ」に取り組む。 しあげの問題を説

明する。 

   ◎ 【関】基本的な学習内容

を身につけている。 

     （ノート） 

 

７ 本時の指導（１／１０） 

 

（１）目標・評価規準 

本時の目標 任意単位の問題点に気づき，長さの表し方を考える。 

本時の評価規準 【考】任意単位の問題点に気づき，長さの表し方を考えている。 

 

（２）準備物 

拡大図 消しゴム クリップ ワークシート 手紙 

 

（３）展開 

 
学習活動 

主な発問（○）と 

予想される児童の反応（・） 

評価規準 

（評価方法） 
指導上の留意点 

導

入 

５

分 

1 課題をつかむ。 

・長さ比べに関心を持つ。 

 

・長さの比べ方を考える。 

 

 

 

○一番長い魚はどれかな。 

・○うが一番長そう。 

・見ただけではわからない。 

○長さをどのように比べた

らよいかな。 

・テープに写し取って比べ

れるよ。 

 

 

 

 

 

・既習事項である間接

比較や任意単位によ

る測定方法を想起さ

せる。 



 

 

・いくつ分かで比べられる。 

 

 

・直接比較はできない

ことを確認する。 

展

開 

35 

分 

２ 長さの表し方を考え

る。 

 ・任意単位を決める。 

 

 

 

３  長さを測る。 

 ・ペア学習 

 

４  調べた長さを発表す

る。 

   

 

５  数値の違いについて

考える。 

 ・自力解決 

６  理由を発表する。 

  （言語活動） 

 

○身の回りのものが使えそ

うだね。何を使おうかな。 

・消しゴム 

・クリップ 

・ブロック 

 

 

 

 

○○うの長さはどれだけだっ

たかな。 

・ブロック６個分と少し。 

・クリップ４個分ちょうど。 

○人によって数が違うのか

なぜかな。 

 

・ちがうものではかったか

ら。 

・正確につたわらないよ。 

・同じものはかったほうが

いい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考】任意単位

の問題点に気

づき，長さの表

し方を考えて

いる。（発表・

ワークシート） 

・同じ大きさのもので

ないと，「○○のいく

つ分」とはいえないこ

とを確認する。 

・測定の仕方を確認す

る。 

・長さを正確に測るた

めに，隙間や重なりが

ないか確認する。 

 

 

 

ま

と

め 

５

分 

７  学習したものをまと

める。 

 

 

８  適用問題 

  

 

９  次時の予告をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○おなじものでしらべよ

う。 

  

・任意単位には限界が

あることを明確にす

る。 

 

 

 

 

一ばんながい魚のながさをわかりやすくつたえよう。 

 

みんながおなじものをつかって長さをはからないと，人によ 

って数がちがって，せいかくにつたわらない。 



８ 板書計画 

 

めあて 

 

 

・クリップ 

・けしごむ 

・ブロック 

 

長さのしらべかた 

・（ ブロック ）が（３）こと（少し）    まとめ 

                      

 

 

 

〈研究協議より〉 

１．授業者より 

・めあてとまとめのつながりはどうだったかと思っている。 

・教材研究の段階から悩んだことろであった。 

・数が違っていることについて、もっと考えさせたかったが、児童に伝わりにくかった。 

・同じ物を使ってわかりやすく伝える方法を次時で行いたい。 

・時間内に終えることができなかった。 

２．協議 

・明るくやる気がある児童で、楽しい導入であった。 

・教材研究も良くされていた。 

・導入の興味づけも良かった。一年の学習が活かされていた。 

・ペでの話し合いで良い意見が出ていたが、全体のものにならなかったのが残念です。 

・人数が多いが、学習規律を大事にした授業展開であった。 

・校長先生からの手紙が良かった。手紙の 2枚目の続きがあるのが良かった。 

・数がどうして違うのか、もう少し子どもたちの考えを聞きたかった。 

・子どもの言葉からまとめのことばを作れると良い。 

・ひとり一人の言葉を大切にしている授業が普段からなされていると感じた。 

・言いたいのに表現できない児童にどのように力をつけていくのか。といことがめあてになる

のではないかと思う。 

・先生が子どもをしっかり待てている。話を良く聞いている。 

・集中して授業にと取り組めた。 

・校長先生にブロックではわからないと言ってもらうなどし、さらによく分かる伝え方を考え

ようと次時につなげていくことも良いのではないか。 

みんながおなじものをつかって長さをはからないと，人に

よって数がちがって，せいかくにつたわらない。 

一ばんながい魚のながさを

わかりやすくつたえよう。 三匹の魚の絵 

・おなじものじゃないとつたわらない。 

・ちがうものではだめ。 

数がちがうのはなぜかな。 

けしごむ 

３こと少し 

数がちがうよ。 

赤えんぴつ 

２こ 

キャップ 

４こ 



授業形態、方向性を教えてほしい。 

・学習ルールなどもみんなで話し合い、共通理解を図っているのか聞きたい。 

・授業内容と適用問題の内容が少しずれたのではないか。 

・数値化でする場合、同じもので比べないといけないということを次時に再度、子どもと確認

したら良い。 

３．助言者より（ ） 

・導入のわくわく感、必然性があるのが良かった。 

・主体的に学べる工夫があった。学びが広がったと思う。 

・算数的活動が位置付いていることが児童の発言からも伝わってきた。 

・今日の授業で何ができるようになったのか。 

・授業評価についてはどう評価したのか。本時はおおむねできたと考えて良い。 

・適応問題はおもしろい提案だった。 

・もう少し相手を意識させ、離れた人にわかる仕え方を考えさせるようにしても良かったので

はないか。 

・前半に時間がかかっていた。１０分時間短縮できる。 


